






































は、予定時間の 50 分を越えて、1 時間半にわたって大変活発に行われた。報告内容は『同
文書院記念報 VOL.25 別冊①』に収録されている。中国側の参加者は、10 日午後、東亜
177
同文書院大学記念センターの参観を行った。本ワークショップは、来年は中国で行う予定
である。 
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